
平成２２年第５回教育委員会定例会 
 
 
【日 時】平成２２年４月２８日（水）午後１時３０分～午後４時時００分 
【場 所】役場大栄庁舎 第１会議室 
【出席者】吉田助三郎委員長・河本恒夫委員長職務代理者・斎尾暁美委員・磯江典子委員・岩垣教育長・

杉川教育総務課長・田中生涯学習課長・阪本指導主事・桑本指導主事・大庭教育総務課係長 
【議事日程】 
 １ 会議録署名委員の指名  河本委員、齋尾委員を指名 
２ 行政報告 
    教育長 

・平成２２年度学校教職員の人事異動が確定し学校業務を行っている。 
・４月２３日、２８日には各学校においてＰＴＡ総会が行われた。 
・４月１０日、１７日には大谷、栄地区を対象に幼保一元化説明会を開催した。 
説明会には、町長、副町長、教育長、担当課長、担当者が参加。 
地域からの主な意見は、町の施設がなくなり寂しくなる。施設の統合に伴いバスを含めた送

迎はどうなるのか、跡地の利用はどうするのか、若者の定住施策はどうか、などの意見があ

った。今後は、地域座談会及び地元説明会を通じて、さらに説明を行っていく。 
・４月１９日には、平成２２年度教育委員会関係事務事業の目標と課題を町長、副町長と協議、

決定し、今年度の取り組みを行っていくこととした。 
    教育総務課長 
     資料のとおり説明。 

（補足）・４月２８日、北条給食センター改修工事及び厨房機器工事の入札を行った。 
         起債事業で実施。改修工事の入札は公募式で３社が公募。共栄組・松本鉄工所ＪＶが２

４，２５５万円で落札。厨房機器工事の入札は指名競争入札で５社指名。（有）中国調理

機が１１，５５０万円で落札。今後５月１１日臨時議会において議決を得た後、本契約

を締結。 
        ・４月２６日、北栄町新任転入着任教員の町内めぐりを実施する予定。 

（質問）竹歳育英会の法人化移行の話はどうなったのか。 
（回答）平成２５年までに移行が必要。５月２６日理事会開催時に県から説明をしてもらう予定。

町長は５月１９日上京する際に孫に当たる竹歳誠氏と面会を予定しており、その際に今後

の意向を聞き取りする予定。 
（質問）大栄小学校工事の予定価格と契約金額に開きがあるが大丈夫か。 
（回答）設計積算の問題もあるが、競争入札であり、内訳も確認しており問題はない。逆に差がな

いものがあるが、随意契約によるものである。 
生涯学習課長 
資料のとおり説明。 
（質問）現在の婦人会の会員数は。 
（回答）７０名程度。 

３ 議事 
  議案第１６号 小・中学校主任等の任命について 

    原案のとおり承認。 



  議案第１７号 幼稚園医・小・中学校医の委嘱について 

（質問）校医は医師会からの推薦か。校医は近くの医師が良いと考えるが。 
    （回答）医師会からの推薦である。新型インフル対応にも苦慮した面もあった。 
    （質問）要望はできないのか。地元に専門の医師がいるのにできるのではないか。 
    （回答）現在できていない。他の教育長にも聞いてみたい。 
  （意見）今回はいいが、検討してほしい。 

    原案のとおり承認。 

  議案第１８号 学校評議員の委嘱について 

    （質問）小・中学校の評議員を同時にやられることに意図はあるのか。 
    （回答）本人の了解の上で各学校が推薦しているもの。中学校は今回１名増とした。 

（意見）小・中学校の連携を考えてのことならいいことである。小・中学校の意思の疎通を図って

もらいたい。 
  原案のとおり承認。 
議案第１９号 北栄町教育行政評価委員の委嘱について 

    （質問）留任するということは評価が良かったということか。 
（回答）昨年から実施し任期が１年であり、引き続きビジョンの項目に基づき、教育行政の評価を

お願いすることとしたもの。 
  原案のとおり承認。 

  議案第２０号 北栄町文化財保護委員の委嘱について 

    （質問）委員は５名以内か。 
    （回答）条例で学識経験者５名以内と定められている。 
    （質問）どのような業務をするのか。町内指定してあるもののアピールもするのか。 
  （回答）文化財の保護、活用、史跡の調査の実施、保全についての諮問に対し答申をする機関。年

３回程度の開催を予定している。 
    原案のとおり承認。 

  議案第２１号 北栄町スポーツ振興審議会委員の委嘱について 

    （質問）北栄スポーツクラブが４名委員となることで旧大栄が少なくなり、また、事務所が北条地

区にあることから大栄地区の声が届きにくくなってはいないか。中央公民館大栄分館は難

しいが、生涯学習課が窓口とはなれないのか。 
        スポーツ関連の申込は役場が窓口となることはできないのか。 
    （回答）クラブを統合し窓口を一本化している。大栄分館での窓口対応は、指定管理者であり本業

に支障があるため対応困難。役場での窓口は、指定管理者とすることで人員削減と委託金

支出をしているため困難。 
    （質問）スポーツ振興をするためであるのに逆行しているのではないか。 
    （回答）電子システム導入を検討したが経費が高額のため導入できていない。ご理解願いたい。 
    （質問）役場のシステム内でできるのではないか。 
    （回答）指定管理者と役場ではシステムが相違しているため、導入するにあたって経費が高額とな

るものである。 
    （質問）申込が容易な方が利用している現状であり不公平感があるのではないか。 
    （回答）検討してみたい。 
    （質問）あて職で委嘱しているのか。本来は人物で委嘱すべきである。いずれかを明確にすべきで

ある。体育指導委員を委嘱してはどうか。 



  （回答）体育指導委員は別の組織で活動している。今後は個人を委嘱したい。 

    原案のとおり承認。 

議案第２２号 北栄町図書館管理運営規則の一部を改正する規則の制定について 

（質問）２日続けて休日とすることは町民にとってよろしくない。今回は、休日を月曜日に固定し

サービスを向上させるために行うものであり賛成である。しかし、カウンターに職員がい

ないことがある。館の雰囲気に受け入れ感がない。 
  （回答）呼び鈴を置いて対応しているが、職員に言っておく。 

    原案のとおり承認。 

議案第２３号 区域外就学について 

  原案のとおり承認。 

  議案第２４号 区域外就学について 

    原案のとおり承認 

４ 協議・報告 
・各課の事務分担について 

・新型インフルエンザ対策会議の構成について 

・平成２２年度外国語指導助手の勤務日程について 

・議会陳情案件について 

・平成２２年度幼稚園・小・中学校行事について（ご案内） 

・北栄町教育行政評価委員会の今後のスケジュールについて 
（質問）平成２２年度目標と課題について、給食センター工事が載っている。教育委員に対するも

のが載っていない。存在感がない。 
（回答）今回はハード事業を盛り込んだもの。 
（意見）教育委員会はハード事業というよりもソフト事業を行っていくもの。子どもの学び力アッ

プや幼児教育の充実を行っていくものと考えている。 
平成２１年度事務事業の反省をし、教育委員会の意見を伺い、平成２２年度に取り組んで

いくべきもの。 
実際に教育行政の評価を行ってきた。町長に示す必要のものか。複数作成するのはエネル

ギーが必要となる。十分やってきている。 
情報を共有しながら実施していくべきである。議会の指摘ではないが教育委員会の不要論

につながるものである。 
５ その他 
    ・北条歴史民俗資料館企画展示 増田英一師弟展 

       ～継承される増田イズム～ の開催について（ご案内） 
       
・次回定例教育委員会は、５月２６日（水）の予定とします。 


